
善
謙

『
日
次
記
』
考

朝

枝

善

照

一

本
書
は
、
浄
泉
寺
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
善
謙
の
記
録
し
た

『
日
次
記
』

で
あ
る
。
筆
者
善
謙
に
関
す
る
伝
承
は
、
各
地

の
石
州
門
徒
に
口
碑
と

し
て
存
在
す
る
が
、

こ
の

『
日
次
記
』
の
巻
末
部
に
自
身
の
備
忘
の
た

め
か
若
干
の
略
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

文
化
八
辛
未
年

七
月
七
日
誕
生

天
保
七
丙
申
年

三
月
十
三
日
入
院

同

庚
子
年

得
度
御
免

同

壬
寅
年

五
月
住
持
相
続

安
政
八
辛
酉
極
月

養
父
善
量
死
去

十
五
世

善
謙

右
の

『
日
次
記
』
の
記
載
の
信
愚
性
は
、
島
根
県
令
藤
川
為
親
に
明

治
十
八
年
 
(
一
八
八
五
)
 二
月
に
浄
泉
寺

か
ら
提
出

さ
れ
た

『
明
細
帳

(1
)

御
引
直
願
』
に
合
綴
さ
れ
た

『高
城
山
系
譜
伝
』
に
よ

っ
て
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

『
明
細
帳
御
引
直
願
』
の
末
部
に
は
、
次
の
記

載
が
あ
る
。

右
寺
住
職

明
治
十
八
年
二
月

朝
枝
善
謙

(印
)

同
檀
中
総
代
市
木
村

原
田
鶴
松

(印
)

稲
垣
治
郎
右
衛
門

(印
)

能
美
松
太

(印
)

田
中
陸
一
郎

(印
)

島
根
県
令
藤
川
為
親
殿

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
也

戸
長

宮
内
徳
香

(印
)

右
の
書
類
は
、
善
謙
に
よ

っ
て
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
、
『高
城
山
系
譜
伝
』
の
善
謙
の
記
載
部

分
と
前
掲
の

『
日
次
記
』

の
記
載
と
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ

る
。

そ

こ
で
、
『高
城
山
系
譜

善
謙

『
日
次
記
』

考

(
朝

枝
)
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善
謙

『
日
次
記
』
考

(朝

枝
)

伝
』
の
善
謙
の
項
を
次
に
引
用
す
る
。

第
十
五
代

善
謙

波
根
立
善
寺
出
当
寺
中
継
ト
シ
テ

天
保
七
申
三
月
十
三
日
入
寺

右
の
記
載
は
、
善
謙
の
入
寺
の
日
付
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
と
、

善
謙
が
系
譜
に

「
中
継
」
と
記
入
し
た
点
が
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
以
上
の
如
く
、
『
日
次
記
』
の
記
述
と
右
の
記
事
は

一
致
す
る
。

次
に
、
善
謙
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
若
干
付
記
し
て
お
く
。
昭
和

五
十
五
年
 
(
一
九
七
九
)
 六
月
に
行
な
わ
れ
た
浄
泉
寺
山
門
修
復
工
事

の
際
に
栃
藪
初
男
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
山
門
真
柱
部
に
墨
書
さ
れ

(
2
)

た
も
の
が
あ
る
。
山
門
真
柱
部
の
墨
書
中
に
は
、
「文
久
元
辛
酉
年
二
月

日
」

と

「現
主
善
謙
解
十
齢
」
と
記
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
文
久
元
年

(
一
八
六

一
)
 に
五
十
歳
に
達
し
て
い
た
善
謙

は
、
文
化
八
年
 
(
一
八
一

言
)
の
誕
生
と
な
る
点
で
、
右
の
報
告
も

『
日
次
記
』
の
記
載

と
年
時

が

一
致
す
る
。

以
上
の
如
く
、
善
謙

は
天
保
七
年
 
(
一
八
三
六
)
 三
月
に
波
根
立
善

(3
)

寺
か
ら
彼
の
二
十
五
歳

の
頃
浄
泉
寺

へ

「中
継
」
と
し
て

「
入
院
」
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
善
謙
が

『
高
城
山
系
譜
伝
』
に

「
中
継
」
と
記

す
の
は
、
十
四
世
の
善
量
に
は
法
嗣
と
し
て
実
子
が
存
在
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
学
徳
兼
備
の
逸
材
と
し
て
早
く
か
ら
名
声

の
あ

っ
た
善
謙

を
自
己
の
後
継
者
と
し
て
迎
え
た
こ
と
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
善

謙
は
、
後
年
自
己
の
後
継
者
選
定
に
際
し
て

一
男
四
女
の
な
か
か
ら
四

(4
)

女

ハ
ギ

ヨ
に
宗
乗
に
通
暁
し
た
不
染
を
迎

へ
第
十
六
世
と
し
、
実
男
子

(
5
)

履
典
を
浜
田
金
蔵
寺
に
入
寺
さ
せ
た
。

こ
の

こ
と
は
、
善
量
が
法
嗣
を

決
定
す
る
際
に
芸
石
の
真
宗
の
末
寺
と
門
信
徒

の
教
化
を
第

一
と
し
て

選
択
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
善
謙
の
浄
泉
寺
第
十
五
世
の
こ
と
が
成
立
し

た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
石

州
学
派
鼻
祖
仰
誓
か
ら
は
、

仰
誓
-
履
善
-
善
成
-
善
量
-
善
謙
-
不
染

(6
)

と
そ
の
学
統
は
次
第
し
た
。

右
の
様
な
継
職
方
法
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
世
襲
制
で
は
も
は
や
地

方
の
中
核
寺
院
の
運
営
が
で
き
ぬ
ほ
ど
幕
末
の
時
代
状
況
の
厳
し
さ
が

(
7
)

背
景
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

善
謙
は
、
天
保
十
三
年
 (
一
八
四
二
)
 五
月
に
住
持
相
続
、
『
過
去
帳
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
三
年
 (
一
八
九
〇
)
 十
二
月
十
八
日
卒
、
行
年
七

十
九
歳
で
あ

っ
た
。

こ
の

『
日
次
記
』
は
、
文
久
元
年
 (
言
八
六
一
)
 か

ら
明
治
十
四
年
 
(
一
八
八
一
)
 ま
で
の
善
謙
の
身
辺
の
様
子
が
記
載

さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
善
謙
の
五
十
歳
か
ら
七
十
歳
に
至
る
二
十
年
間

に
相
当
す
る
。
『
日
次
記
』
は
、
文
久
元
年
か
ら
明
治
三
年

ま

で
の
十

年
間
は
、
他
の

『
日
次
記
』
か
ら
の
拾
遺

で
あ

る
。
明
治
四
年
 
(
一
八

七
一
)
 以
後
は
、
月
日
に
従

っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
特
色
は
、
そ
の
記
述
さ
れ
て
い
る
時
代
が
幕
末
か
ら
明
治
の

初
期
に
相
当
し
、
中
央
の
動
向
、
あ
る
い
は
新
政
府
の
宗
教
政
策
が
ど

の
よ
う
な
形
で
地
方
の
真
宗
僧
侶
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
行
く
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
の
長
州
兵
の
石
州
駐
屯
の
状
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況
、
浜
田
県
の
動
向
な
ど
本
書
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
史
に

資
す
る
記
述
も
あ
る
。
次
節
で

『
日
次
記
』
の
翻
刻
紹
介
を
す
る
。

二

翻
刻
に
用
い
る

『
日
次
記
』
の
書
誌
を
記
す
。

写
本
、

一
巻

一
冊

(全
)
。

寸
法
、
縦
九
糎
横
二
十
糎
。

装

丁
、
袋
綴
。

表
紙
、
茶
色
。

内
題
、
な
し
。

外
題
、
な
し
。

丁
数
、
二
百
二
十
四
丁
 (墨
付
二
百
十
六
丁
)
。

序
文
、
な
し
。

奥
書
、
な
し
。

備
考
、
翻
刻
の
た
め
の

<凡
例
>
は
略
す
。

(○
は
付
朝
枝
以
下
明
治
三
年
ま
で
)

○
従
文
久
元
酉
年
明
治
三
午
年
迄
拾
ヶ
年
間
他
寺
法
談
井
年
中
格
別
之
大
儀

録
之
於
中
拾
挙
五
三
大
儀
書
之

○
文
久
元
酉
従
三
月
十
九
日
至
廿
八
日

本
廟
大
遠
忌
御
執
行
遂
致
参
詣
出

勤
親
拝
見
勤
式
等
是
生
涯
本
望
也

○
文
久
二
戌
年
阿
女
房
一

一今
年
十
月
嫁
干
益
田
順
念
寺
終
於
彼
死

矣

(8
)

○
文
久
四
子
年
七
月
於
矢
上
安
楽
精
舎
法
口
講
唱
」
導
之
時
宮
内
□
太
郎
者

(9
)

立
寄
語
予
日
昨
夜
河
端
勇
殿
急
飛
而
通
行
語
云
京
都
十
九
日
起
大
乱
依
長

州
屋
敷
致
出
火
此
度
者
本
山
無
覚
束
聞
之
者

一
同
無
不
驚
歎
者
其
後
委
曲

聞
之
本
山
無
難

(
1
0
)

○
元
治
二
乙
丑
年
五
月
上
旬
与
酒
井
四
郎
兵
衛
同
道
而
尾
道
迄
出
遊
於
彼
俄

二
志
願
余
独
乗
船
而
上
京
八
日
七
時
大
坂
着
従
大
坂
陸
地
上
京
共
節
将
軍

(
1
1
)

称
御
進
発
廿
四
万
之
同
勢
」
京
大
坂
之
騒
動
言
語
難
尽
余
見
之
驚
催
而
己

○
同
年
九
月
従

御
殿
使
者
岸
田
伴
次
者
来
入
告
云
当
度
従
二
乗
殿

御
門

主
御
直
ノ
御
沙
汰

二
而

(
1
2
)

主
上
非
常
御
幸
之
節

一
条
荒
神
口
御
新
橋
可
調
旨
被
為
蒙
仰
依
之
此
旨
御

達
二
相
成
候
ト
余
聞
之
而
心
配
別
記
云
云

(
1
3
)
 (
1
4
)

○
慶
応
二
寅
年
従
御
殿
御
召

二
付
与
蓮
教
浄
蓮
同
道
四
月
廿
五
日
発
錫
而
上

京
五
月
五
日
京
着
同
月
十
日
蒙
御
直
命
同
月
廿
八
日
御
」
用
□
六
月
朔
日

京
発
足
同
月
十
二
日
帰
寺

(
マ
マ
)

○
今
年
従
六
月
初
紀
州
家
臣
田
辺
安
藤
飛
弾
守
為
長
長
州
政
罰
当
駅
通
行
而

浜
田
迄
出
張
人
数
凡
千
五
百
人
従
五
日
廿
日
頃
迄
当
寺
止
宿
兵
三
百
余

〇
六
月
十
三
日
於
益
田
長
州
兵
与
福
山
兵
雲
州
兵
浜
田
兵
初
戦
争
起
身
方
兵

大
敗
軍

(江
)

〇
七
月
十
四
日
於
内
田
戦
争
紀
州
雲
州
福
山
軍
兵
及
敗
軍
十
六
日
指
魎
津
悉

(卒
)

退
去
従
七
月
十
八
日
七
ッ
時
焼
於
城
内
城
主
□
於
諸
藩
而
指
因
州
退
去
領

(
1
5
)

内
庶
民
驚
」
歎
耳

○
従
七
月
下
旬
銀
領
百
姓

一
揆
起
古
今
未
曾
有
之
大
変
漸
々
当
領
相
移
三
ケ

(
1
6
)

村
大
変

善
謙

『
日
次
記
』
考

(
朝

枝
)
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善
謙

『日
次
記
』
考

(朝

枝
)

〇
七
月
晦
日
ヨ
リ
四
日
迄
長
州
清
末
之
兵
育
英
隊
人
数
八
十
人
為
芸
州
口
堅

当
寺
止
宿

○
八
月
十

言
日
長
州
隊
中
河
野
狂
太
郎
者
於
当
寺
本
堂
集
於
村
中
百
姓
演
説

(
マ

マ
)

此
度
長
州
軍
之
所
由
井
政
治
方
次
第
矣

○
八
月
将
軍
御
他
界
余
於
芸
州
板
村
初
聞
之
芸
国
其
節
謹
身
中
也
在
当
領
無

其
沙
汰

○
慶
応
三
丁
卯
年
六
月
初
津
和
野
領
転
法
新
政
相
触
」
他
宗
無
住
ノ
寺
拾
四

ヶ
寺
当
寺
通
寺
日
貫
道
場
寛
政
年
中
道
場
号
致
免
許
転
法
二
付
当
度
道
場

号
廃

ス

○
八
月
廿
六
日

御
殿
御
使
林
兵
右
衛
門
於
九
日
市
円
立
寺
口
達
時
節
柄
付

自
国
御
使
僧
被
仰
付
依
御
直
命
御
達
書
御
倫
旨
御
写
等
被
御
下
十
一
月
初

ヨ
リ
役
所
窺
早
速
巡
寺
許
□
依
之
浜
田
初
組
々
致
巡
寺
極
月
廿
二
日
御
用

□
帰
寺

○
慶
応
四
戊
辰
年
正
月
廿
四
日
五
日
両
晩
長
州
隊
中
人
数
千
人
当
駅
通
行
而

趣
芸
当
寺
止
宿
之
兵
凡
八
十
人
」
見
之
者
驚
催
而
己

(改
)

○
伝
聞
従
正
月
三
日
将
軍
代

言
橋
初
会
津
等
諸
候
□
二
上
干
京
都
一与
二薩
長

(
1
8
)

土
等
一於
伏
見
八
幡
辺
戦
相
起

御
本
殿
御
危
急
之
場
合
也

(
1
9
)
 

(
2
0
)

○
依
之
二
月
廿
九
日
蓮
光
寺
西
善
寺
御
見
舞
方
ヒ
上
京

○
両
寺
四
月
七
日
帰
国
親
聞
之
伏
見
戦
相
節
ハ
大
門
主

御
親
影
奉
供
而
山

(
2
1
)

科
御
退
去

新
門
主
新
ヒ
門
主
於
禁
中
猿
ケ
辻
御
警
衛
被
為
在
御
苦
慮
不

二
月

一
方
下
旬
新
門
主
依
時
勢
御
供
五
人
召
連
大
坂
大
和
河
内
辺
被
在
御
化
益

(
マ
マ
)

御
殿
御
発
画
ノ
」
時
蓑
笠
而
御
出
也
上
京
氏
伝
言
聞
之
為
悲
歎
耳

二

月
廿

一
日
号
追
討
御
手
初
天
皇
大
坂
御
幸
被
為
在

(
2
2
)

〇
四
月
十
四
日

新
御
門
主
御
遷
化

(
2
3
)

〇
九
月
十
二
日
日
貫
道
場
為
廃
寺
彼
道
場
之
跡
移
住
重
富
願
入
寺

〇
十
月
十
四
日
証
心
院

御
寿
像
奉
供
当
領
引
移
リ
廿
六
日
七
日
当
寺
引
受

○
明
治
二
巳
年
三
月
七
日
天
皇
関
東
御
幸
蓮
光
寺
上
京
中
親
拝
見

(
マ

マ
)

〇
十
月
廿
六
日
当
領
銀
領
朝
廷
ノ
」
御
支
配
相
定
リ
大
政
官
中
直
木
直
江
称
二

権
知
事
一被
支
配
也

○
当
年
六
月
土
用
前
ヨ
リ
愁
森
陰
風
凡
六
十
日
依
之
米
穀
不
熟
万
民
歎
キ
懊

悩
難
尽
言
語
矣

○
明
治
三
庚
午
年
依
昨
年
飢
歳
則
村
中
乞
食
多
己
餓
死
者
間
ヒ
有
之
故
強
為

令

聞

言
句
法
度
従
十
五
日
十
七
日
迄
焼
粥
而
為
二両
度
相
食
一及
聞
法
也

(
マ

マ
)

○
正
月
十
三
日
夜
長
州
脱
隊
渡
辺
清
市
者
恨
下大
政
官
之
役
人
以
上
國
慢
僑

(
マ

マ
)

奢
不
顧
飢
歳
而
庶
民
及
□
□
苦
或
破
壊
於
路
肇
地
像
等
」
罪
上
携
数
家
蕩

子
企
二騒
動
一懸
之
役
恐
催
之
而
悉
出
奔
矣
而
後
集
銀
料
社
人
等
偽
雲
州
兵

凡
六
七
十
人
及
反
覆
彼
清
市
者
被
打
不
意
自
害
矣
其
後
治
世
漸
々
為
頭
党

□
浜
田
妙
成
院
之
修
検
自
祈
云
吾
壱
人
此
度
頭
党
也
起
此
騒
動
所
由
全
如

是
演
依
之
今
入
獄
也

〇
三
月
六
日
御
使
林
兵
衛
来
入
従

大
御
所
様
御
壊
紙
御
詠
歌
拝
領
於
我
生
前
大
慶
常
壊
葱
恨
之
思
仰
洪
恩
耳

ヒ
ロ
ツ

当
年
御
使
僧
栗
雲
方
為
」
当
領
御
改
正
御
試
検
御
差
向
四
月
十
四
日
於

(
24
)

中
野
村
長
円
寺
預
御
試
検
委
如
別
記

○
八
月
十
五
日
発
足
上
京

大
御
所
様
御
病
気
新
御
所
様
東
京
御
下
向
八
月
廿
四
日
御
帰
洛
九
月
六
日

ク
サ
リ

新
御
所
様
於
鎖
問
奉
蒙
親
御
直
命
伏
而
拭
涙
為
尊
敬
耳

〇
九
月
中
旬
従
津
和
野
県
達
掘
寺
院
之
写
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復
古
之
祭
典
□
□

ニ
相
成
候

二
付
藩
申
初
在
町
之

二
回
左
國
々
離
檀

之
儀
可
及
懸
合
候
条
此
旨
可
致
承
知
候
尤
向
後
必
至
活
計
無
之
向
者

申
出
之
趣

二
寄
取
斗
之
科
可
申
付
候
此
段
相
達
候
」
也

庚
午
十
月

藩
政
聴

(懐
)

未
当
領
錐
無
此
沙
汰
隣
領
之
事
故
戦
栗
如
履
薄
氷

〇
十
二
月
五
日

御
本
殿
至
急
御
難
迫
付
御
使
僧
浄
教
寺
御
差
向
相
成
領
内

法
中

一
統
奉
敬
寺
格
以
官
割
出
銀
別
記
云
云

○
拾
ケ
年
間
他
寺
唱
導
百
四
ケ
寺
歓
楽
苦
痛
大
旨
如
左
」

(余
白
)

明
治
四
辛
未
年
従
正
月
十
六
日
至
十
八
日
迄
御
代
官
安
本
氏
年
回
法
座
勤

修一
念

二
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ奉
御
文

(因
)

〇
十
六
日

ヒ
中

功
徳

ノ
下
目
蓮

囹
同
蘭
一見
福
徳

回
云
云

(因
)

〇
十
七
日

ヒ
中
 

難
値
難
聞

下
五
扇
提

ノ
目

云
云

八
座
述
俗
諦
安
本
自
制

過
去
帳

ニ
残

リ
ヶ
ル
ヲ
披
露

云
云

正
月
従
廿
八

日
二
月
四
日
迄
彼
岸
会
於
自
坊
所
談

(
マ

マ
)

一
念
弥

陀

ヲ
頼
ミ

タ
テ
マ
ッ
御
文

(因
)
 

(ママ
)
 

(因
)

○
廿
九
日
晩
欲
知
前
世
目

則
応
見
今
世
呆

下
牛

王
前
業

ノ
国

云
云
」

〇

二
月
朔
日
中
日

ヒ
中

(因
)(ママ
)

目

呆
業
報
ノ
下
唐

筆
丁
開
伝
座
之

時
愛
女
□

□
□

云
云
一
遍
発

心
之
事
云
云

(
マ

マ
)

○
晩
自
力
難
行

ノ
下
鉄

牛
逢
賊
事
云
云

〇

二
日

ヒ
中
本
願

二
十
方
衆
生
設
我
得

仏

ノ
仏

ト

一
処

二
而
若
不
生
者

ト
機

法

一
体

ノ
本
願

云
云

(因
)
 

(弁
)

○
晩
良
念
禅
尼
聞

法

ノ
目

云
云
掟

ヲ
團

云
云

〇
三
日

ヒ
中

凡
夫
易
修
下
乱

ノ
三
徳

ヲ
等
掟

如
常

(因
)

○
晩
目

呆
業
報

ノ
下
晋

ノ
王
山
県
著
□
成
□
目

云
測

〇
四
日

ヒ
中

他

力
信

ハ
凡
夫

ノ
計

コ
ト
不
破

関
之
圖

云
云

○
八
座
安
心

三
囲
シ
掟

云
云

己
上
」

去
極
月
十
日
京
地
円
智
房

ヨ
リ
被
贈

シ
書
翰

当
二

日
四
日
着

書

状
趣

諸

国

共
合
院
廃
寺
之
所
置
有
之

両
御

所
御

苦
慮

之
御
事

二
御
座
候
既

二
越

中
富
山

藩
下
三
百
余

ケ
寺

言
ケ
寺

二
合
併

申
候

其
外
和
州
俵
藩
始
近
国
追

ヒ
盛

ン
ニ

相
成
候
由
有
志

一
同
心
痛

置
在
候

何
分
御

国

モ
津
和
野

二
相
隣

候
故
偏

二
御

守
護
専

一
二
奉
存
候
云
云

当
年
始
而
斯
難
題
承

リ
驚

恐
而

已

(
以
下
別
稿
)

1

『
明
細
帳
御
引
直
願
』
(
浄
泉
寺
文
庫
蔵
)
。

2
 
真
柱
墨
書
部
分

は
、
栃
藪
初
男
氏

に
よ

っ
て
写
真
撮
影

さ
れ
た
も

の
が

あ

る
。
拙
稿

「
『
法
要
典
拠
上
梓
募
縁
簿
』
考
」
(
『
仏
教

史

研

究
』
第

十

四
号
)

参
照
。

3
 

立
善
寺

は
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派

(
島
根

県

大

田
市

波

根

町

一
八

六

四
)
。

4
 
第
十

六
世
不
染

は
、
明
治

二
十
七
年
 
(
一
八
九

四
)
 二
月
十
八

日
四
十

七
歳

に
て
没
、

ハ
ギ

ヨ
は
、
明
治
四
十

二
年
 
(
一
九
〇
九
)
 五
月

三
十

一

日
六
十

一
歳

に
て
没
。

尚
、

長
女

フ
サ

ヨ
は
益

田
順
念
寺
、

二
女

ミ
ナ
は

善
謙

『
日
次

記
』

考

(
朝

枝
)

-201-



善
謙

『
目
次
記
』
考

(
朝

枝
)

宮
迫
蓮
光
寺
、

三
女

ア
イ
は
、
浜

田
金
蔵
寺

に
嫁

し
た
。

5
 
金
蔵
寺

は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
 
(
島
根

県

浜

田
市

国

分

町

一
五

二

七
)
。
金
蔵
寺

の
歴
代

は

「
第
十

六
世
誓

円
、
第
十
七
世

実

行
 
(
中

継

履

典
)
 第
十
八
世
誓
実
、
第
十
九
世
実
彬
、
第

二
十
世
実
明
」
と
次
第
し
た
。

6
 
尼
川
尚
明

「
市
木
地
区
寺
院
-
浄
泉
寺
-
」
(
『
瑞
穂
町
誌
』
第

一
集
第

六
編
文
化
史
所
収
)

参
照
。

7
 
不
染

は
、
法
嗣

と
し
て
耶
馬
渓
西
浄
寺
猶
子
、
台
蓮
城

を
迎
え
た
。

蓮
城

入
寺

に
は
、
大
学
林

を
首
席

で
通

し
た
蓮
城

に
注
目
し
た
金
蔵
寺
誓
実
、

瑞

泉
寺
得
玄

の
紹
介
、

服
部
範
嶺

和
上

の
推
挙

が
あ
り
、

こ
れ
も
善
量
以

来

の
法
嗣
決
定

の
伝
統

を
ふ
ま
え
た
も

の
と
伝

へ
ら

れ

て

い

る
。
蓮
城

は
、
明
治
元
年
 
(
一
八
六
八
)
 生
、

明
治
二
十
九
年
 
(
一
八
九
六
)
 九
月

十
八
日
入
寺
、

昭
和
十

五
年
 
(
一
九
四
〇
)
 二
月
五
日
七
十

三
歳

に
て
卒
。

8
 

安
楽
寺

は
、
浄

土
真
宗
本
願

寺
派
 
(
島
根
県
邑
智
郡
石
見

町
矢

上

一
二

六
三
)
。

9
 

禁
門

の
変
。

(総
代
)

10
 

酒
井

四
郎
兵
衛

に

つ
い
て
は
不
明
。

文
久
年
間
浄
泉
寺
肝
煎
市
木
早

水

新
井
屋
四
郎
司

と
同

一
人
物

か
。

「
酒
井
本
家
及
び
関
係
親
族

の
略
系

図
」

(
酒
井
久
仁
夫
氏
所
蔵
)

参

照
。

11
 

将
軍
家
茂

上
京
。

12
 
御
幸
橋
架
設
。

『
本
願

寺
史
』
第
三
巻
第

一
章

「
明
治
維
新

と
本
願

寺
」

十
頁
参
照
。

13
 
蓮
敬
寺
は
、
浄

在
真
宗
本
願
寺
派

(
江
津
市
敬
川
町
)
。

14
 

浄
蓮
寺
は
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派

(
島
根
県
那
賀
郡
三
隅
町
三
隈

一
六

〇
七
)
。

15
 
浜
田
藩
主
は
、

松
平
武
聡
。

こ
の
間

の
経
緯

は

「
藩

の
去
就
と
長
州
支

郷
」
(
『
浜

田
市
誌
』

上
巻
)

二
六
三
頁
参
照
。

16

「
三
ヶ
村
」
と
は
、

矢
上
村
、

中
野
村
、

井
原
村

の
こ
と
で
あ
る
。

17
 
石
州

口
は
清
末
藩
主
毛
利
元
純
を
総
帥

と
す

る
。
育
英
隊
は
、

清
末
藩

主
匡
邦

が
天
明
七
年
 
(
一
七
八
七
)
 に
興

し
た
育
英
館

の
学
生

と
関
係

が

あ
る
か
。
『
山

口
県
政
史
』

(
上
巻
)

「
第
六
章
教
育

・
宗
教

お
よ
び
文
化
」

二
三
四
頁
参
照
。

18
 
戊
辰
戦
争
、

鳥
羽

・
伏
見

の
戦
。

19
 
蓮
光
寺

は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
 
(
島
根
県
邑
智
郡
瑞
穂
町

上
田
所
)
。

20
 
西
善
寺

は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

(
島
根
県
邑
智
郡
石
見
町
矢

上
)
。

21

「
猿
ヶ
辻
御
警
衛
」
、
こ
の
警
衛

は
、
徳
如
、

明
如
両
新
門
参
加
九
十

五

日
間

に
わ
た
る
。

22
 
徳
如
新
門
跡
誰

は
光
威
、

四
十
三
歳

に
て
遷
化
、

詮

し
て
信
歓
院
。

23
 
願

入
寺

は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
 
(
島
根
県

邑
智
郡
石
見
町

日
貫

三
〇

三
二
)
。

24
 

長
円
寺

は
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
 
(
島
根
県

邑
智
郡
石
見
町
中
野

二
二

七
七
)
。(

一
九
八
二
年

七
月

三
十

一
日
稿
)

(龍
谷
大
学
助
教
授
)
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